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7.12 ‐徳山ダム雄 劇 勤 問題ニシンポ 報告
当日は、 150部 用意した資料が
全部なくなり、会場がいっぱいにな

った。長時間のシンポであり、中身

もボリュームがあったが、参加者は

最後まで集中して、充実したシンポ

ジウムとなった。

(シ ンポの模様は 当会事務局サイト

http:〃tokuyama―damocsideocomノ )

シンポ終了後、「7.12『徳山ダム
は名古屋の問題』シンポ実行委」の

形を残して名古屋市を中心とした行

動を担っていくことを決めた。

7月 25日 に国交省中部地整と水
公団中部支社に申し入れを行い、8

月 7日 には名古屋市に要求書をもっ

て行った。

9月 3日 (水)18:30～  名古屋市
教育館 (地下鉄栄駅③出口)で「徳山
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↑ 8/7中 日

ダムの費用負担のしくみ・撤退の際の

負担」についての学習会を行います。

多くの皆様のご参加をお待ちしています。

恒例・徳山村キャンプ 8月 23日 (土)・ 24日 (日 )
昨年は64名参加。クマタカのペアの飛翔を見ることができました。
8月 23日  13時  大垣駅北口 出発*
24日 の午後の早めの時間に帰着します。
参加費 :3000円 ～3500円 程度 (子供は無料)。 食事 。飲み物は準備します。
参加者各自が用意するもの :寝袋 or毛布。長袖シャツ。雨具など。

<で きるだけ>my箸 、 myコ ップ、my皿  テント、シート
*ご 自分で移動可能な方は、公団のバスで工事現場見学することも可能です。

詳細のお問合せ及び参加申込みは事務局へ (TEL&FAX 0584-78-4119近 藤 )。

台風接近などで急速予定を変更する場合の連絡先を明らかにしておいて下さい。



|―

||:il:]i::;[]ill[:::::]|

E・
l土交通雀■部地方整備 Fpi

の村]J進 。新局長は25□ 、就

任の記者会見をし「■部空港

の開港や愛‐・l万博の開催を考

えると、中書5地方は世界に開

かれた重要な地域になつてい

くc期待された役害Jを果たし
ていけるようにしたいJと抱
負を述べたc

事業費の増大が懸案になつ

ている徳 Lダムの建設につい

ては、治」く、利水「lll面で重要
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進に努めたい」と述べたcま
た、費用増大に伴う計画変更

をめぐつては、「木曽川水系

の水資源開発基本計画の審議

を通じ、透l10性 は確保される

だろう」とした。

I市民団体
「凍結を」

「徳山ダム建設中止を求め

る会Jなど11の市民 |コ体は25
日、国土交通省中

=[地
方整備

局と水資源開発公団中部支社

を訪れ、「徳Liダムの事業費

膨張は納得がいかない_と し
て、自治体の負担額など住民
への徹底した情報公開と、十

分な議論と合意が形成される

までの工事凍結を申しフ、れ

7.12「 徳山ダム」シンポ
実行委で申し入れ

8/7名古屋市交渉には、斎藤ま
こと、黒田二郎の両市議も参加し

て下 さいま した。
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建設費 1010億 円増額問題に対する私たちの「見解」
徳山ダム建設中止を求める会 (代表 :上 田武夫)

1.一方的な「増額」は許されない

これまで、国交省 。水公団は、ユーザー (利水者・受益者、結局は住民
・納税者)に対

して、「徳山ダムを2540億 円で作る」と約束してきた。ダム事業における「事業費」は

水価、費用対効果等を検討する上で最も重要な要素である。事業費が増額されるなら、
ユ

ーザーは改めて判断しなければならない。財政における民主主義を保障するために、いっ

たん事業を凍結し、時間をかけて新たに広範な住民
。納税者の議論に付すべきである。

水公団は「事業再評価をした」「利水者が必要だと言っている」として、増額は当然であ

るかのような姿勢をとる。しかし「2540億 円」が「3550億 円」となれば「話が違

う」。「3550億 円」をベースに事業再評価や新規利水の必要性が検討されたことは、ど

のレベルにせよ、まだ一度もないのだ。

2.利水者 (岐阜県、愛知県、名古屋市)は費用負担同意をするな

利水者が、費用負担同意をしなければ、徳山ダム事業費の増額変更はできない (=今年

度で2460億 円を使い切るため、来年度は、残り90億円を超える予算は組めない。工

事はストップする)。 利水者は、国交省
。水公団のスケジュールに迎合して今年度内の費用

負担同意をするようなことがあってはならない。

費用負担同意をしなければ、「撤退新ルール」 (水機構法施行令 18条 2, 30条 2)の

「当該新築又は改築に要する費用の額」はあくまでも2540億 円のままであり、撤退し

ても追加負担は生じない。需要発生の可能性が仝くない水のための (従 って確実に不良資

産となる)水源開発施設建設事業から、今こそ、撤退するべきである。

利水者 (岐阜県、愛知県、名古屋市)それぞれにおいて、「3550億 円」を前提とした

必要性の議論はこれまで全く存在せず、実務担当者レベルでの作業さえもなされていない。
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必要性の議論はこれまで全く存在せず、実務担当者レベルでの作業さえもなされていない。

これまでの選挙で「徳山ダム推進」の立場に立つ首長や議員に投票した有権者さえも、「3

550億 円」 (に よって生じる負担)を承知した上で投票したわけではない。「撤退」を視
野に入れた各県民 。市民の広範な議論を起こし、県民 。市民の真の合意が形成されるまで、

利水者は費用負担同意をしてはならない。

どの利水者も厳しい一般財政、企業会計であるが、特に岐阜県は尋常ではない。

岐阜県の工業用水道会計は成立する前に破産している (岩屋ダムの建設費負担金

は仝部一般会計から直接水公団に支出されており、現在ある工業用水道会計から一

般会計に返済することは不可能である)、新たな水利権どころの話ではないのである。

もし徳山ダムからの水道水の水利権を持つとすれば、これまた大変な不良資産とな

るのは明らかである。

3.揖斐川流域住民の真の安全のための議論を

徳山ダムの利水に具体的な需要は全く存在せず、発電も2014年までは行われない (さ ら

に延期される可能性も大きい)。 徳山ダム必要論の立場の人も含めて、事業費増額について

きちんとした検討作業を行い、広範な議論に付す間、いったん工事を凍結することに支障

はないはずである。

しかし、国交省は「治水のための徳山ダム」を前面に掲げて 2007年完成を急ぐという。

国交省の揖斐川治水計画には仝体としても非科学的虚構が多いが、それでも「徳山ダムが

完成しさえすれば揖斐川流域の洪水はなくなる」などとは国交省自身も口にしていない (言

えない)。 まして昨年 7月 に大被害を被った揖斐川流域 。大谷川右岸洗堰の浸水被害 (こ れ

まで40年間に 14回の浸水被害)は、揖斐川本流最上流部の徳山ダムでは解決しない。
しかし、国交省・水公団は、あたかも徳山ダムが完成しさえすれば荒崎地区の浸水被害が

なくなるような「誤解」を積極的にふりまいて、揖斐川住民仝体を編し、徳山ダム建設推

進の世論形成を行おうとしている。「徳山ダム」という蜃気楼で、被災者を蝙し、被災者か

らの追及をかわし、責任問題から逃げようとしている。国交省中部地整及び水公団中部支

社に強く抗議する。

4.「環境保全対策」を回実にした事業費増額は許せない

水公団は「環境保全対策費用」が嵩むことが、事業費膨張の大きな理由の一つだとして

いる。徳山ダム建設工事、及び徳山の地を湖底に沈めることが根本的な自然破壊なのであ

る。そして水公団が宣伝するあれこれの「環境保仝対策」なるものは、環境保仝に本当に

寄与するのかどうかの科学的検証もない。

① 水公団が情報公開請求に応じて出してきた 2002年度の「環境対策費用」だけでも疑問
が多い。

ア.「環境保仝対策検討業務」 (つ まり会議)に 5400万 円を使っている。これを受託
した「財団法人 ダム水源地環境整備センター」とは何者なのか?
イ。「ワシタカ調査」(「調査」であって保仝対策ではない)に 8400万 円。請負者は「国
土環境株式会社」である。どういう会社なのか ?

8400万 円のうち、上期 (4月 ～ 12月 )の ワシタカ調査の費用は4400万 円。こ



のとき行われた現地調査は「355人 。日」。ある程度の専門知識を要する調査とはいえ、
日当が平均 10万円ということでもないだろう。何に使われたのか?

②  「ありのまま残そう大作戦」と名付けて、「山林公有地化Jをするという。これは、旧
徳山村民の所有する残存山林について、「付け替え道路を作らず、付け替え道路整備費用で、

近づけなくなる残存山林を県有地とする」というものである。

この事業は強制収用はできない。全地権者の同意が得られなければ、「付け替え道路を作

らない」で湛水することは法的に許されない。ずっと以前から残存山林問題について意見

や要望を出し続けて来られた人々をも無視しての、一方的なやり方に、地権者たる旧徳山

村民は怒っている。とても協力・理解を得られるような状況にない。にも関わらず、あた

かも既定方針であるかのように言う姿勢は断じて許せない。まして「環境保全対策」の重

要な柱であるかのうように喧伝するのは、噴飯ものである。

5.「想定外」費用支出のツケを回すな

徳山村民の集団移転地として水公団が造成した文殊団地は、激しい地盤沈下を起こし、

移転住民は再移転を余儀なくされた。水公団はこの移転補償が「想定外」だとしている。

文殊団地はもともと軟弱地盤で知られている場所であり、造成当時から旧徳山村民は懸念

を示していた。地盤沈下が起こったのは決して「想定外」ではない。懸念に対して根拠無

く「大丈夫」として強行した当の水公団が、今は巨大ダムを建設するのである。どんな「想

定外」が生じることか。そして、国交省は 。水公団は、誘発地震の可能性についての指摘

を無視し続けている。

徳山ダム建設工事はいったん凍結し、改めて広範な人々の真摯な議論に付すべきである。

木曽川フルプラン改定作業は、この 7月 4日 に開始したばかりである。そして木曽川水

系には新河川法に基づく「河川整備基本方針」も「河川整備計画」も存在しない。

徳山ダム建設の是非は、フルプラン (利水)改定作業、「河川整備計画」 (治水・環境 )

策定作業双方ともに、市民及び市民の立場に立つ専門家を加えた開かれた場を設け、数年

をかけて議論するべきである。その結論が出るまでは、工事は凍結しなければならない。

約束の2540億 円を超えて建設費を投入してはならない。そして大型猛禽類保護におい
ても、工事を止めて数年かけて調査しなければ、「保全対策」の立案すらできないのだから。

利水者は今年度中の費用負担同意をしてはならない。今こそ徳山ダム事業から撤退せよ。

原告会費本年度後半分 (半期 5000円 )振込用紙を同封しますので、よろしくお願い
します。一般会費・カンパの方もよろしく。すでに納入された方にも振込用紙を同封して

いましたら、行き違いです。ご容赦下さい。
〉

「やめよ !徳山ダム」 徳山ダム建設中止を求める会 代表 :上田武夫

編集責任 :近藤ゆり子  事務局 〒503-0875 大垣市田町1-20-1
TEL/FAX 0584-78-4 1 1 9 Emailitokuyama― dam@cside.com
URL:httpttokuyama‐ dam.c」 de.co耐

郵便振 1彗 :00800¨7-31632 年会費  2000円
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か
ら
ダ
ム
本
体
工
事
が
始

ま
り
、
〇
七

（平
成
十
九
）

年
度
に
完
成
予
定
。

総
壺

香

は

現
煮

約
二

千
五
百

四
十
億
円

（
八
五

年
時
単
価
）
で
、
受
益
者
の

岐
阜

（２０

．
４
％
）
、
愛
知

（８

ｏ
２
％
）
、
二
重

（２

・
４
％
）
の
三
県
と
名
古
屋

市

（
７

・
３
％
）
が
上
水
や

工
業
用
水
の
受
給
量
な
ど
に

よ
っ
て
事
業
費
を
負
担
。
残

り
は
国

（４２

」
９
％
）
と
電

源
開
発
と
中
聾
電
力

（１８

・

同
公
団
が
今
回
算
定
し
た

事
業
費
は
①
環
境
保
全

・
安

全
対
策
関
係
の
三
百
十
九
億

円
②
工
事

・
補
償
関
係
の
二

百
六
十
八
億
円
０
物
価
の
変

化
や
消
費
税
導
入
な
ど
の
社

会
経
済
的
要
因
の
三
百
二
十

八
億
円
―
の
三
点
を
主
な
変

更
要
因
と
し
て
い
る
。
増
額

の

一
千
十
億
円
に
は
、
コ
ス

ト
縮
減
額
の
三
百
二
十
億
円

源公団発表

徳
山
ダ
ム
　
揖
斐
郡
藤
橋

村
の
揖
斐
川
上
流
に
建
設
中

の
利
水
や
治
水
、
発
電
の
た

め
の
ダ
ム
。
総
貯
水
容
量
は

東
京
ド
ー
ム
約
５
３
０
個
分

の
約
６
億
６
千
万
立
方
材
で

と
今
後
の
工
事
費
の
縮
減
努

力
５
％

（四
十
八
億
円
）
を

踏
ま
え
て
い
る
と
い
う
。

県
庁
で
会
見
し
た
同
公
団

中
部
支
社
の
山
口
温
朗
副
支

社
長
は

「当
初
算
定
し
た
時

点
で
は
、
消
費
税
な
ど
の
社

会
情
勢
を
予
測
し
得
な
か
っ

た
」
と
事
業
費
の
大
幅
増
に

つ
い
て
説
明
し
、

「地
域
か

ら
ダ
ム
の
必
要
性
を
言
わ
れ

て
い
る
。
事
業
の
凍
結
や
再

検
討
は
者
え
て
い
な
い
」
と

述
べ
た
。
　
・

梶
原
拓
知
事
は

「公
表
さ

れ
た
事
業
費
は
公
団
案
と
い

国
内
最
大
。
水
没
予
定
の
旧

徳
山
村
を
廃
村
に
し
、
１
９

８
９
年
ま
で
に
全
村
民
が
移

転
。
希
少
動
物
ク
マ
タ
カ
の

発
見
で
工
事
が
中
断
す
る
な

ど
建
設
は
難
航
し
た
。

う
認
識
。
従
前
か
ら
国
や
水

公
団
に
対
し
、
コ
ス
ト
縮
減

を
求
め
て
き
た
が
、
事
業

費
の
増
高
を
最
小
限
に
食
い

止
め
る
、
県
財
政
に
無
理
の

な
い
よ
う
に
す
る
―
と
い
う

二
点
が

課
題
。
今
後
中
身

に
つ
い
て
公
団
に
説
明
を
求

め
、
中
身
を
点
検
し
、
関
係

二
県

一
市
と

協
議
し
て
、

十
二
月
ま
で
に
は
課
題
が
解

決
す
る
方
向
に
持
っ
て
い
き

た
い
」
と
の
コ
メ
ン
ト
を
出

し
た
。



(第 3種郵使物認可 ) 」,受

徳山ダム事業費追加

「納
得
い
４
説
明
を
」

肇

縮
減
努
力
に
冷
や
水

水
資
源
開
発
公
団
が
八
日
公
表
し
た
徳

山
ダ
ム
建
設
の
事
蓉
費
変
更
に
つ
い
て
、

県
水
資
源
課
は

「あ
く
ま
で
も
公
団
が
算

定
し
た
案
。

県
民
に
対
し
て
も
納
得
い

く
説
明
が
必
要
で
、
県
と
し
て
も
納
得
い

く
ま
で
公
団
に
説
明
を
求
め
る
」
と
強
調

し
た
。

県
で
は
公
共
建
設
事
業
費

の
縮
減
を
進
め
、
前
年
度
ま

で
の
縮
減
実
績
は
ほ
ぼ
２０
％

に
達
し
、
本
年
度
か
ら
は
さ

ら
に
１５
％
を
上
積
み
し
た
３５

％
の
縮
減
目
標
を
掲
げ
た
取

り
組
み
を
し
て
い
る
。

公
団
で
は
今
回
の
事
業
費

の
変
更
で
、
コ
ス
ト
縮
減
額

奎
三
百
手
〓
侭円
と
し
、
今

後
の
工
事
費
も
５
％
の
縮
減

努
力
を
示
し
て
い
る
が
、
同

課
で
は

「
『は
い
そ
う
で
す

か
』
と
は
言
え
な
い
。
変
更

の
中
身

′
を
じ
っ
く
り
精
査
点

検
し
、
個
別
で
県
に
も
説
明

に
来
て
も
ら
う
」
と
し
て
い

る
。流

域
の
西
濃
の
市
町
村
で

つ
く
る

「揖
斐
川
流
域
住
民

の
生
命
と
生
活
を
守
る
市
町

村
連
合
」
会
長
の
小
川
敏
大

．垣
市
長
は

「徳
山
ダ
ム
は
流

域

四
十
四
万
人
を
守
る
た

め
必
要
不
可
欠
な
事
業
で
、

一
日
も
早
い
完
成
を
願
う
。

事
業
費
は

一
九
八
五

（
昭

一
千
億
円
も
の
追
加
投
入

が
発
表
さ
れ
た
徳
山
ダ
ム
事

業
で
、
財
政
難
の
な
か
新
た

な
負
担
を
求
め
ら
れ
る
二
重

県
や
名
古
屋
市
な
ど
は
八

日
、
巨
額
の
追
加
負
担
に
戸

惑
い
を
見
せ
た
。

公
団
は

「
菫
口
段
階
で
は

予
測
で
き
な
い
事
情
が
重
な

っ
た
」
と
説
明
す
る
が
、
三

重
県
の
担
当
者
は

「
『は
い

分
か
り
ま
し
た
』
と
出
せ
る

関
係
自
治
体
「厳
し
い
」

建
設
中
の
徳
山
ダ
ム
＝
６
月
、
揖
斐
郡
藤
橋
村

国
は
治
水
効
果
強
調

巨
費
投
入
、
合
意
形
成
狙
う

巨
額
の
追
加
投
入
が
発
表

さ
れ
た
徳
山
ダ
ム
。

公
共

事
業

へ
の
逆
風
を
も
の
と
も

し
な
い

ダ
ム
建
設
に
批
判

が
強
ま
る
の
は
必
至
で
、

国
は
治
水
効
果
を
強
調
、
地

元
の
理
解
を
得
よ
う
と
躍
起

だ
。
　

　

，

徳
山
ダ
ム
は
国
が

一
九
六

八
年
に
策
定
し
た
水
資
源
開

発
基
本
計
画
の

一
環
。
水
道

や
工
業
用
水
の
需
要
が
伸
び

続
け
る
と
の
予
測
に
基
づ

き
、
長
良
川
河
口
ぜ
き
な
ど

が
建
設
さ
れ
た
。

徳
山
ダ
ム
か
０
分
」供
給

さ
れ
る
愛
知
、
岐
阜
両
県
で

は
、
既
に

一
日
計
約
二
百
九

十
万
立
方
研
を
供
給
で
き
る

が
、
実
際
の
使
用
量
は
こ
の

三
十
年
間
、
三
百
万
立
方
肝

前
後
を
ほ
ぼ
横
は
い
で
推

移
、

「水
余
り
■
が
浮
き
彫

り
に
な
っ
て
い
る
。

国
は
六
月
か
ら
ダ
ム
下
流

の
住
民
を
対
象
に

説
明
会

を
開
き
、
支
流
が
氾
濫

（
は

ん
ち
ん
）
し
て
家
屋
が
浸
水

被
害
を
受
け
た
昨
年

の
台

風
６
号
を
引
き
合
い
に

「ダ

ム
が
完
成
し
て
い
れ
ば
、
水

位
は
も

っ
と
下
が

っ
て
い

た
」
と
治
水
効
果
を
ア
ピ
ー

レ
ｏ岐

阜
大
の
富
樫
幸

一
助
教

授

（経
済
地
理
学
）
は

「非

現
実
的
な
水
霊
要
量
山
で
は

説
明
が
で
き
な
く
な
り
、
苦

し
紛
れ
に
気
象
現
象
を
持
ち

出
し
て
住
民
の
危
機
感
を
あ

お
っ
て
い
る
だ
け
」
と
指
摘

し
て
い
る
。

和
六
十
）
年
度
単
価
で
増
え

る
こ
と
は
予
想
さ
れ
る
が
、

従
前
か
ら

コ
ス
ト
縮
減
を

強
く
申
し
入
れ
て
き
た
」
と

コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

額
で
は
な
い
」
。
名
古
屋
市

上
下
水
道
局
も

「非
常
に
厳

し
い
。内
容
を
精
査
し
た
い
」

と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

愛
知
県
の

長
谷
川
信
義

副
知
事
は

「
公
団
か
ら
詳

し
く
説
明
を
聞
き
、

内
容

を
精
査
し
た
い
」
と
し
て
い

る
。



の
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顧
暑
色
出
し
た
く
な
い
が
』

岐
阜
県
藤
橋
村
で
建
設
が

進
む
徳
山
ダ
ム
を
め
ぐ
り
、

水
資
源
開
発
公
団
が
八
日
に

発
表
し
た
事
業
費
千
十
億
円

の
増
額
に
つ
い
て
、
利
水
や

治
水
で
恩
恵
を
受
け
る
東
海

三
県
と
名
古
屋
市
の
関
係
者

ら
は
、　
一
様
に
複
雑
な
表
情

を
浮
か
べ
た
。
増
額
に
よ
る

新
た
な
負
担
は
財
政
難
に
追

い
打
ち
を
か
け
、
巨
大
事
業

に
対
す
る
市
民
の
批
判
の
再

燃
も
予
想
さ
れ
る
。
自
治
体

ご
と
の
追
加
負
担
額
は
示
さ

れ
て
お
ら
ず
、
公
団
と
自
治

体
側
と
の
調
整
は
難
航
し
そ

う
だ
。

現
在
の
負
担
割
合
が
２０
％

で
、
地
元
自
治
体
で
は
最
も

高
い
岐
阜
県
の
梶
原
拓
知
事

は
、
事
業
費
の
増
額
が
明
ら

か
に
な
っ
た
直
後
の
今
年
の

六
月
県
議
会
で

「揖
斐
川
流

域
四
十
四
万
人
の
生
命
と
財

産
を
守
る
こ
と
が
大
前
提
」

と
、
徳
山
ダ
ム
の
必
要
性
を

あ
ら
た
め
て
主
張
。　
一
方
、

事
業
費
増
に
対
し
て
は

「納

得
で
き
な
い
も
の
は
認
め
な

い
。
県
独
自
で
も
事
業
費
を

試
算
す
る
」
と
国
や
公
団
側

を
け
ん
制
し
、
八
日
の
公
団

の
正
式
発
表
に
も

「
あ
く
ま

で
も
公
団
案
と
の
認
識
。
県

と
し
て
も
公
団
に
説
明
を
求

め
て
中
身
を
点
検
し
、
関
係

県
市
と
協
議
し
て
十
二
月
ま

で
に
は
課
題
を
解
決
す
る
方

向
に
持

っ
て
い
き
た
い
」
と

コ
メ
ン
ト
し
た
。

愛
知
県
は
１２
％
の
負
担
割

合
の
う
ち
、
国
の
補
助
金
を

除
く
と
８

・
２
％
を
単
独
で

負
担
し
て
い
る
。
増
額
分
の

千
十
億
円
を
現
行
割
合
に
単

純
に
当
て
は
め
る
と
、
新
た

に
八
十
二
億
円
を
支
出
す
る

計
算
に
な
る
。
あ
る
幹
部
は

財
政
難
を
理
由
に

「出
し
た

く
な
い
の
が
本
音
。
建
設
当

時
と
は
状
況
が
変
わ
っ
て
お

り
、
ダ
ム
の
水
が
必
要
か
ど

う
か
も
含
め
て
検
討
し
た

い
」
と
話
し
た
。

２
％
を
負
担
し
て
い
る
三

重
県
地
域
振
興
部
の
平
本
明

大
総
括
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は

「厳

し
い
財
政
状
況
の
中
、
事
業

費
が
千
億
円
も
増
え
る
こ
と

は
重
大
な
問
題
。
追
加
負
担

の
具
体
的
な
額
の
話
は
ま
だ

来
て
い
な
い
」
と
厳
し
い
表

唐
。

「安
易
に

『は
い
、
分
か

り
ま
し
た
』
と
は
答
え
ら
れ

な
い
」
と
慎
重
で
、
野
呂
昭

彦
知
事
は

「詳
細
な
説
明
を

受
け
た
上
で
、
三
県

一
市
が

連
携
し
て
精
査
、
確
認
作
業

を
行
い
、
二
重
県
と
し
て
の

水
資
源
開
発
公
団
が
建
設

中
の
徳
山
ダ
ム
の
建
設
費
追

加
負
担
問
題
に
つ
い
て
、
梶

原
知
事
は
、
県
の
建
設
推

進
姿
勢
に
変
わ
り

が
な
い

こ
と
を
強
調
し
た
上
で
、

建
設

コ
ス
ト
縮
減
な

ど
を

国
土
交
通
省
や
公
団
側
に
重

ね
て
要
求
す
る
考
え
を
示
し

「

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

――

＝

――

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

負
担
増
に
つ
い
て
は

「事
業

費
は

（
一
九
八
五
年
次
単
襦

で
）
計
算
さ
れ
て
か
ら
随
（

時

間
が
た

っ
て
お
り
、
ら

む
を
得
な

い
」
と

一
定
（

理
解

を

示
し

な
が

ら
一

「建
設

コ
ス
ト

を
下
げ
′

こ
と
を

国
交
省
や
公
団
一

強
く
要

求
し
て
い
る
」
・、

し
、
今

後
、
関
係
三
県

市
で
協
議
し
、
負
担
軽
一

を
求
め
て
い
く
考
え
を
示
・

た
。

徳山ダム

事業費増

『事
業
の
凍
結
を
』
賃
該
曇
団

徳
山
ダ
ム
の
水
需
要
予
測

は
過
大
だ
と
し
て
国
を
相
手

取
り
、
事
業
認
定
取
り
消
し

を
求
め
る
訴
訟
を
岐
阜
地
裁

に
起
こ
し
た
原
告
団
の

一
人

で
、
市
民
グ
ル
ー
プ

「徳
山

ダ
ム
建
設
中
止
を
求
め
る

会
」
の
近
藤
ゆ
り
子
さ
ん

Ｔ
Ｃ
は

「徳
山
ダ
ム
建
設
事

業
審
議
委
員
会

（ダ
ム
審
）

な
ど
、
事
業
費
を
見
直
す
機

会
は
何
度
も
あ
っ
た
。
ど
れ

ぐ
ら
い
の
増
額
に
な
る
か
分

か
っ
て
い
な
が
ら
示
し
て
こ

な
か
っ
た
の
は
、
民
主
主
義

を
無
視
し
た
行
為
」
と
指
摘

し
た
。
さ
ら
に

「自
治
体
に

は
今
ま
で
以
上
の
負
担
が
ど

っ
と
か
か
っ
て
く
る
。
私
た

ち
は
撤
退
す
べ
き
だ
と
思
う

が
推
進
論
が
あ
る
の
も
確

か
。
事
業
を
い
っ
た
ん
凍
結

さ
せ
、
十
分
議
論
し
て
い
く

こ
と
を
主
張
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
た
。

訴
訟
の
弁
護
団
長
を
務
め

る
在
問
正
史
弁
護
士
は

「事

業
を
進
め
る
か
ど
う
か
は
、

増
額
分
を
踏
ま
え
て
判
断
す

る
問
題
に
な
っ
た
。　
一
千
億

円
の
増
額
で
自
治
体
が
事
業

か
ら
撒
退
す
る
道
が
開
か
れ

た
」
と
の
見
方
を
示
し
、

「増
額
分
の
費
用
を
負
担
す

る
義
務
は
、
ま
だ
自
治
体
に

な
い
。
水
需
要
が
な
い
以

上
、
撤
退
す
る
の
が
賢
い
選

択
だ
」
と
話
し
た
。

グ
ル
ー
プ
は
、
水
需
要
が

見
込
め
な
い
の
に
岐
阜
県
が

費
用
を
負
担
す
る
の
は
違
法

だ
と
し
て
、
梶
原
拓
知
事
を

相
手
取
り
、
県
の
支
出
金
の

返
還
を
求
め
る
訴
訟
も
起
こ

し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
結
審

し
、
判
決
は
秋
に
も
同
時
に

言
い
渡
さ
れ
る
見
通
し
。

考
え
を
取
り
ま
と
め
た
い
」

と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

１１
％
を
負
担
し
て
い
る
名

古
屋
市
上
下
水
道
局
の
山
田

雅
雄
局
長
は

「公
団
の
資
金

確
保
や
返
済
の
仕
方
に
よ
っ

て
、
利
息
は
大
き
く
変
わ
る

は
ず
な
の
に
、
公
団
側
の
計

画
が
は
っ
き
り
し
な
い
。
さ

ら
に
言
え
ば
、
自
治
体
の
負

担
割
合
も
従
来
通
り
な
の
か

な
ど
、
今
後
詰
め
る
べ
き
点

は
多
い
」
と
し
、
公
団
側
や

関
係
自
治
体
と
の
協
議
の
必

要
性
を
強
調
し
た
。

:夕 口孝鮨1歯
"。
3,ア53● (;i与 +〃る)

徳 山ダ ム

推
進
姿
勢
変
わ
ら
ず

国
交
省
に
コ
ス
ト
縮
減
要
求

た
。猫

田
氏
、
近
松
氏
の
質
問

に
対
し
、
知
事
は

「ダ
ム
建

設
は
、
地
域
住
民
が
求
め
る

か
ど
う
か
と
い
う
判
断
が
最

優
先
さ
れ
る
。
そ
の
意
味

で
、
徳
山
ダ
ム
の
建
設
は
積

極
的
に
進
め
な
く
て
は
な
ら

な
い
」
と
述
べ
た
。
新
た
な



『計
画
凍
結
、再
考
を
』

県
側
は
あ
い
ま
い
答
弁

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 た
。大

西
氏
は
負
担
額
の
大
幅

増
、
流
域
人
口
減
、
工
業
用

水
の
需
要
減
見
込
み
な
ど
を

挙
げ
て
ダ
ム
の
必
要
性
に
疑

間
を
投
げ
か
け
た
。
だ
が
、

梶
原
知
事
は

「地
域
の
強
い

要
望
」
や
、
災
害
時
の
対

処
、
こ
れ
ま
で
支
払
っ
た
分

・の
金
利
負
担
な
ど
、
事
業
を

止
め
た
場
合
の
悪
影
響
を
述

べ
る
に
と
ど
ま
っ
た
。

負
担
増
に
つ
い
て
は

「事

業
費
の
変
更
で
納
得
い
か
な

い
も
の
は
認
め
な
い
。
県
議

会
と
相
談
の
う
え
、
国
の
予

算
編
成
時
に
何
ら
か
の
決
着

を
つ
け
る
」
と
し
た
。

「総
合
的
な
治
山
治
水
を

考
え
る
べ
き
だ
」
と
再
々
質

問
で
食
い
下
が
る
大
西
氏

に
、
梶
原
知
事
は

「
そ
れ
な

ら
具
体
的
な
ご
提
案
を
い
た

だ
き
た
い
」
と
突
き
放
し

た
。人

エ
ダ
ム
に
替
わ
る

″
緑

の
ダ
ム
〃
に
つ
い
て
、
梶
原

知
事
は

「頭
の
毛
が
多
い
か

ら
傘
が
い
ら
な
い
、
と
い
う

話
に
は
な
ら
な
い
」
と
保
水

力
の
限
界
を
例
示
し
、
議
場

の
失
笑
を
買
う
場
面
も
。

当
初
計
画
で
県
が
負
担
す

る
五
百
十
七
億
円
の
利
息
も

徳山ダム

中 曰 諭申

″a3.7.∫ 月

合
め
た
総
負
担
額
を
た
だ
し

た
が
、
県
側
は

「将
来
の
金

利
が
未
確
定
で
、
仮
定
を
言

え
ば
金
額
が
独
り
歩
き
す

る
」
と
し
て
答
弁
を
拒
ん
だ
。

「随
意
契
約
多
す
ぎ
」

県
に
見
直
し
求
め
る

大
西
氏
は
、
契
約
金
額
が

低
く
、
入
札
を
必
要
と
し
な

い
随
意
契
約
の
問
題
を
取
り

上
げ

「件
数
が
多
す
ぎ
る
。

競
争
の
原
理
を
働
か
せ
る
べ

き
だ
」
と
指
摘
、
県
側
に
見

直
し
を
求
め
た
。

随
意
契
約
は
、
地
方
自
治

法
の
施
行
令
で
、
工
事

。
製

造
の
請
負
の
場
合
、
契
約
額

二
百
五
十
万
円
以
下
の
実
件

に
適
用
さ
れ
る
。
た
だ
、
性

質
上
や
目
的
上
、
競
争
入
札

に
適
さ
な
か
っ
た
り
、
緊
急

を
要
す
る
場
合
は
、
そ
れ
以

上
の
金
額
で
も
随
意
契
約
で

き
る
。

県
に
よ
る
と
、　
一
千
万
円

以
上
の
契
約
案
件
四
千
二
件

の
う
ち
、
三
百
二
十
七
件
が

随
意
契
約
だ
っ
た
。
大
西
氏

は
、
三
年
連
続
で
同
額
契
約

だ
っ
た
県
施
設
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
保
守
点
検
の
随
意
契
約

な
ど
を
例
に
挙
げ

「契
約
が

安
易
に
流
れ
て
い
な
い
か
」

と
指
摘
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
杉
江
勉

。

理
事
兼
経
営
管
理
部
長
は

「契
約
審
査
会
で
契
約
理
由

が
適
正
か
審
査
し
て
い
る

が
、
運
営
の
あ
り
方
や
、
デ

フ
レ
メ
リ
ッ
ト
が
契
約
額
に

反
映
さ
れ
て
い
る
か
、
十
分

チ
ェ
ツ
ク
し
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
た
。
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